
コミュニティバス市外視察について（案） 

 

１ 開催日程 

  平成２７年７～８月（予定） 

 

２ 目的 

地域公共交通は、コミュニティの形成に当たって不可欠な地域の共有財産で

あり、住民のニーズを的確に反映させるだけでなく、住民が主体となって公共

交通を考え、さらに運営にも関わるといった、地域住民の積極的・断続的な関

与が、ますます重要となってきている。住民、交通事業者、地方公共団体等、

関係者の連携は、平成２５年策定の交通政策基本法にも謳われていることから、

津市地域公共交通網形成計画においても、住民の協力を含む、関係者の連携を

重視している。 

  コミュニティバス現地視察を市内だけでなく、市外でも実施することにつ

き、本年度は、「地域住民と連携した公共交通」をテーマに、他の自治体にお

ける交通政策の取組について現地視察を行う。 

 

２ 視察候補地 

●三重県伊賀市 

地域運行バス：比自岐コスモス号 

・自治会により組織された、比自岐コスモス号連絡協議会が平成１５年１１月

より、運行を開始 

・当初は無償運行で、自治会が住民から集めた協力金に市からの補助金を合わ

せて運行していたが、平成２１年４月より、市が道路運送法７９条の許可を

得て、協議会に委託する形で１乗車２００円の有償運行を開始 

 

３ 視察行程 

 バスに実際に乗車。 

 その後、市町の担当者及び比自岐コスモス号連絡協議会関係者に簡単な説明

を伺う。 

資料７ 


